
危険はどこにもある （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００１．１１．１５） 

 

 １１月１２日の月曜日にニューヨークで航空機事故がありましたので、それに関係

する話題を紹介させていただきます。 

 現在のところ、テロによるものではなく、事故だということですが、このような事

故があると、飛行機は怖くてしばらく乗れないと思われる方が多いと思います。 

 すでに９月１１日のテロの影響で、アメリカのミッドウェイ航空、スイス航空、ベ

ルギーのサベナ航空、カナダ３０００航空が経営破綻しましたし、日本航空と日本エ

アシステムも経営統合を検討していますが、これもテロによって経営が苦しくなった

影響といわれています。 

 このエアバスＡ３００型機は事故の多い飛行機で、 

   ９２年９月 パキスタン国際航空機 ネパールで墜落（１６７人死亡） 

   ９４年４月 中華航空機 名古屋空港で墜落（２６４人死亡） 

   ９７年９月 ガルーダ航空機 メダンで墜落（２２４人死亡） 

   ９８年２月 中華航空機 台湾中正空港で墜落（２０３人死亡） 

   ９８年７月 アメリカン航空機 プエルトリコで事故（２８人負傷） 

という事故が発生しています。 

 

 成田空港でも、空港まで来てから海外旅行をキャンセルした人もいるようで、飛行

機旅行は危険という印象です。このように事故があると、そのような気分になるのは

当然ですが「渡る世間は鬼ばかり」の世の中では、飛行機旅行は比較的安全だという

話をさせていただきたいと思います。 

 

 アメリカの公衆衛生総監が１９８９年に発表した報告書に、人口１００万人あたり

年間死亡するリスクが掲載されています。（ ）内は総数 

   喫煙       ７０００人（１８７・０万人） 

   飲酒        ５４１人（ １４・４万人） 

   事故        ２７５人（  ７・３万人） 

   疾病        ２６６人（  ７・１万人） 

   道路交通事故    １８７人（  ５・０万人） 

   仕事        １１３人（  ３・０万人） 

   飲酒運転       ９５人（  ２・５万人） 

   事故遭遇       ９２人（  ２・５万人） 

   水泳         ２２人（  ０・６万人） 

   受動喫煙       １９人（  ０・５万人） 

   大気汚染        ６人（  １６００人） 

   サッカー        ６人（  １６００人） 

   感電死         ２人（   ５３０人） 



 そしてようやく 

   航空機事故       ２人（   ４６０人） 

です。これ以外にも、アメリカでは自宅で転倒して死亡する人が年間１００万人あた

り３２人（総数８５００人）ですから、危険はどこに転がっているか分からないとい

うことです。 

 

 日本についても日本人百万人あたり年間死亡者数があります。（ ）は総数。 

   ガン        ２２１５人（２８・９万人） 

     煙草が原因      ４４７人（ ５・６万人） 

     飲酒が原因       ６７人（ ０・８万人） 

   自殺         １６７人（ ２・１万人） 

   感染症        １４１人（ １・８万人） 

     結核          ２３人（ ０・３万人） 

     Ｃ型ウィル       ２７人（ ０・３万人） 

   自動車事故      １１１人（ １・４万人） 

   ダイオキシン      ５２人（ ０・７万人） 

   喘息          ４８人（ ０・６万人） 

   溺死          ４５人（ ０・６万人） 

   他殺         ５・４人（  ６８０人） 

 そしてようやく 

   航空機事故      ０・２４人（  ３０人） 

です。 

 

 これらの数字を見ると、煙草は悪いようです。国立がんセンターの発表によると 

   十二指腸潰瘍で手術を受けた人が再発する可能性は 

     煙草を止めた場合   ７％ 

     煙草を半減     ２３％ 

     禁煙せず      ７５％ 

です。ところが酒になると難しく、飲まない人の再発を１とすると 

    ２週間に１合    ０・７９ 

    ２日に１合     ０・５３ 

    １日に１合     ０・９０ 

    １日に２合     １・４８ 

    １日に４合     １・５４ 

ですから、適度にたしなめば影響は少ないという結果です。 

 

 飛行機事故といえば海外旅行の場合が多いようですが、日本人が海外旅行で出会う

死亡事故についても統計があります。 



   自動車事故   ３０％ 

   溺死      １５％ 

   殺人      １０％ 

   航空機事故    ７％ 

   自殺       ５％ 

です。 

 

 しかし、危険はどこにでもあると考えたほうがいいと思います。ジョン・Ｆ・ロス

というアメリカ人の書いた『リスクセンス』という本に面白い数字があります。 

 アメリカ人が１年間に 

   ベッドから落ちて負傷  ４０万人 

   シャワーで負傷     １７万人 

   着替えで負傷      １４万人 

   洗面所で負傷       ６万人 

   宝飾品で負傷       ６万人 

   剃刀で負傷        ４万人 

です。だから女性から宝石を買って欲しいといわれたら「貴女を怪我させたくないか

ら」と言って断れば納得してくれる人は居るのではないでしょうか（笑）？ 

 


